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学 会発表

(1)第70回日本医学放射線学会総会

平成23年5月9日(日)～20日(金）（東日本大震災によりWeb開催に変更）

特別講演（リレー講演）

「肝細胞癌多段階発癌の血行動態・画像の観察から病理・病態へ」

動注Crの導入と多段階発癌・血行動態

松井修

多段階発癌の血管新生(多血化の病理）

中村功一

多段階発癌の流出血流

北尾梓

まとめ：画像診断．ⅣRへの応用と今後の展開

松井修

1Mmにおける信号強度の成り立ちの解釈

植田文明、吉江雄一、油野裕之、松井修

2FNH,FNHlikenoduleにおけるOAflP8発現とEOB-MmのHBphaseにおける信号

強度の対比

米田憲秀、北尾梓、小坂一斗、小林聡

香田渉、蒲田敏文、中沼安二、松井修

3DualEnergyCTを用いた肝腫痛性病変の血流解析：ヨードマップを用いた血流定

量化の初期検討

小林聡、松井修、蒲田敏文、員田順一郎

香田渉、南哲弥、龍泰治、川井恵一

新村理絵子、小坂一斗

4EOB造影MmとダイナミックCTにおける多血性肝細胞癌の早期濃染の検出能およ

び診断能の比較検討

池野宏、雷藤順子、橋本奈々子、小坂一斗

小林聡、蒲田敏文、松井修



5肝細胞癌の多段階細胞膜トランスポーターOATP8の発現変化：

Gd-EOB-D'IPA造影MⅢ所見との対比

北尾梓、松井修、米田憲秀、小坂一斗

新村理絵子、香田渉、小林聡、蒲田敏文

全陽、中沼安二

6当院における原発'性アルドステロン症に対する副腎静脈サンプリングの現況

員田順一郎、小林聡、香田渉、南哲弥

龍泰治、小坂一斗、川井恵一、米田隆

武田仁勇、松井修

7造影剤静注時のボーラス性に対する分枝の影響の模型実験による検証

川井恵一、南哲弥、松井修、漬口隆史

磯村直樹、高田忠徳、堀井純情、松原孝祐

8急‘性肝内胆管炎におけるダイナミックCrの特徴的所見

蒲田敏文、小林聡、龍泰治、川井恵一

小坂一斗、松井修

9SPIOによる牌臓信号変化の検討

龍泰治、小坂一斗、川井恵一、新村理絵子

南哲弥、香田渉、小林聡、直田順一郎

蒲田敏文、松井修

10WHO分類gradelの脳腫傷のMRSの検討

油野裕之、吉江雄一、植田文明、蒲田敏文

松井修

(2)GES1,2011

April27-30,2011Paris,n．ance

Peri-mmouralhaemodynamicsoflivercancers:imagingpathologiccorrelaponandits

impHcationfOrinteIven価on

MatsuiO

(3)ACAR

Mayl2-15,2011Beijing

EvaluationofhepatocarcinogenesisⅧthGd－EOB－D'IPAenhancedMm-ColTelation

withhistopathologyandtransporterexpression

MatsuiO

InitialexpenenceofquanUtativeanalysisofiodineconcentrationinhepaticmmors

usingdual-energymultiphasicCTasobjectiveindexforassessmentoftumor

vascularity

KDbayashiS,MatsuiO,GabataT,KOdaW
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MinamiT,RyuY,KozakaKKitaoA

(4)第40回日本インターベンシヨナルラジオロジー学会総会

平成23年5月19日(木)、20(金）青森市文化会館、ホテル青森

技術教育セミナープログラム

V自慢の技南哲弥

1Zenithbodyandexcluderhmbsによるハイブリッド腹部大動脈ステントグラフト内

挿術の経験

員田順一郎、南哲弥、大竹裕志、西田佑児

扇尚弘、小坂一斗、尾崎公美、油野裕之

杉盛夏樹、橋本奈々子、木内竜太、渡這剛

松井修

2副腎静脈サンプリングの検査成績とその検討～不成功例の検討を中心に～

永井圭一、南哲弥、員田順一郎、小林聡

香田渉、龍泰治、小坂一斗、川井恵一

新村理絵子、吉江雄一、油野裕之、中村功一

米田憲秀、扇尚弘、吉田耕太郎、池野宏

米田隆、唐島成宙、大江真史、松井修

3有痛'性悪'性骨腫傷に対するⅣR椎体形成術

小林健、松井修、中島康雄

(5)ESGAR2011

May21-24,2011TheVeniceCongressCenter,Venice,Italy

HCC:Fromdiagnosistotreatment

MatsuiO

(6)第47回日本肝臓学会総会

平成23年6月2日(木)、3日(金）ホテルグランパシフイツク皿DAIBA，東京

1肝細胞癌の多段階発癌における肝細胞膜トランスポーターOATP8の発現変化：

Gd-EOB-D'IPA造影Mm像との対比

松井修、北尾梓、小坂一斗、有井滋樹

2肝雲胞'性腫傷における免疫組織化学的検討

松原崇史、中村功一、小坂一斗、米田憲秀

五十嵐紗耶、佐藤保則、原田憲一、佐々木素子

蒲田敏文、松井修、野本一博、常山幸一

中沼安二
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(7)第20回山陽MR研究会

平成23年6月4日(士）岡山国際交流センター

特別講演「EOBプリモビストによる肝癌の診断」

松井修

(8)第35回日本頭頚部癌学会

平成23年6月9日(木)、10日(金）ウインクあいち

喉頭・下咽頭癌の頚部リンパ節転移に対する根治的化学放射線治療

熊野智康、高仲強、高松繁行、水野英一

柴田哲志、員田順一郎、香田渉、室野重之

脇坂尚宏、近藤悟、遠藤一平、吉崎智一

松井修

(9)第25回日本腹部放射線研究会

平成23年6月10日(金)、11日(土）大阪市中央公会堂

打田賞受賞講演

司会松井修

イブニングセミナー1：腹部領域におけるCT・Mmの撮影技術Update

DSCTにおける新たな画像診断の可能性

小林聡、松井修、蒲田敏文、員田順一郎

香田渉、南哲弥、龍泰治、小坂一斗

中村功一、北尾梓、吉田耕太郎、池野宏

高田忠徳、堀井純情、飯田泰治

1巨大出血’性肝雲胞の1例

尾崎公美、蒲田敏文、林泰寛、谷卓

太田哲生、龍沢泰彦、今井哲也、大和太郎

戸田有宣、松井修

2原発'性胆汁′性肝硬変(PSC)に合併した胆管内発育型肝内胆管癌の1例

小坂一斗、米田憲秀、新村理絵子、香田渉

小林聡、蒲田敏文、松井修

3嫌色素細胞'性腎癌の1例

南哲弥、小坂一斗、香田渉、中村功一

永井圭一、松原崇史、蒲田敏文、松井修

栗林正人、北川育秀、並木幹夫、北村星子

池田博子
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4診断に苦慮した大網原発gastrointesUnalmmorの1例

遠山純、井上大、阿保斉、出町洋

山本精一、清水康一、中西ゆう子、寺畑信太郎

達宏樹、杉原政美、蒲田敏文、松井修

5出血壊死による退縮および非機能化が観察し得た褐色細胞腫の1切除例

奥村健一朗、小坂一斗、龍泰治、吉江雄一

川井恵一、南哲弥、蒲田敏文、松井修

6胆嚢粘液癌の1例

永井圭一、南哲弥、米田憲秀、小坂一斗

香田渉、小林聡、蒲田敏文、松井修

唐瀬淳史、田島秀浩、北川裕久、太田哲生

角田優子、原田憲一

7血液所見、画像所見、生検所見に元離が見られた自己免疫‘性膨炎の1例

井上大、橋本成弘、阿保斉、出町洋

松田耕一郎、野田八嗣、清水康一、内山明央

寺畑信太郎、蒲田敏文、松井修

8肺癌のI華転移により急'性膨炎を来した1例

橋本奈々子、斎藤順子、池野宏、龍泰治

香田渉、小林聡、蒲田敏文、松井修

小坂一斗

(10）第26回PortalHemodynamicsFomm

平成23年6月24日(金）明治記念館

特別講演「肝内門脈血流異常と画像」

松井修

(11）第73回日本核医学会中部地方会

第31回日本ⅣR学会中部地方会

第150回日本医学放射線学会中部地方会

平成23年6月25日(土)、26日(日）富山大学附属病院

1非小細胞肺がんのFDG集積度は定位放射線治療の予後因子

東光太郎、西田宏人、太郎田融、光田幸彦

大西寛明、北川駿介、藤本由貴、高仲強

松井修、大口学、高橋知子、谷口充

渡這直人、利波久雄

－31－



2モジュラー型ステントグラフ卜におけるボディおよびレツグの引き抜き強度に関す

る検討

員田順一郎、南哲弥、扇尚弘、小坂一斗

永井圭一、松井謙、茅橋正憲、奥村健一朗

松井修

3A型大動脈解離術後に増大傾向を示した腕頭動脈癌に対して経頚動脈的にステント

グラフト内挿術を施行した1例

永井圭一、員田順一郎、南哲弥、扇尚弘

奥村健一朗、松井修、大竹裕志、木内竜太

西田佑児

4Mixedepithelialandmesench抑altypehepatoblastomaの1例

畜藤順子、中村功一、松原崇史、永井圭一

北尾梓、小坂一斗、香田渉、達宏樹

小林聡、蒲田敏文、松井修

5著明な粘液産生を示し、非閉塞性胆管拡張を来した総胆管IPN-Bの1例

松原崇史、小坂一斗、吉田耕太郎、中村功一

扇尚弘、南哲弥、蒲田敏文、松井修

6化学療法が奏功した多発肝転移を伴った大腸小細胞癌の1例

松井謙、小坂一斗、奥村健一朗、茅橋正憲

北尾梓、龍泰治、員田順一郎、小林聡

蒲田敏文、松井修

7Nonjsletcellmmorhypoglycemiaを発症したSoHtalynbrousmmor多発転移の1例

茅橋正憲、橋本奈々子、香田渉、奥村健一朗

永井圭一、扇尚弘、南哲弥、蒲田敏文

松井修

8抗NMDA受容体脳炎の1例

吉江雄一、植田文明、奥村健一朗、茅橋正憲

池野宏、松井謙、龍泰治、蒲田敏文

松井修

9当院におけるMonacoごVMAI､による前立腺癌治療の初期経験

水野英一、高仲強、熊野智康、柴田哲志

大橋静子、松井修、高松繁行

(12）第31回神経放射線ワークシヨツプ

平成23年6月30日(木)～7月2日(土）安比高原・ホテル安比グランド

異所'性下垂体腺腫の一例

吉田耕太郎、植田文明
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(13）The2ndAsia戸PacihcPrimaryUverCancerExpertMee伽g

Julyl-3,2011HyattRegencyOsaka

DiagnosticChallengeofVeⅣEarlyStageHCC

EvaluationofhepatocarcinogenesiswithGd-EOB-D'IPAenhancedMm:correlation

withhistopathologyandtransporterexpression

MatsuiO

11magingfndingsofpurebileducmlarcarcinoma:compansonⅧthordinarymass

fOnningtypeofintrahepaticcholangiocarcinoma

KozakaK

2Theuptake､transporterOATP8expressiondecreasesduringmultisteF

hepatocarcinogenesis:correlationwithgadoxeticacidenhancedMRimaging

KitaoAMatsuiO,YOnedaN,KozakaK

ShinmuraRKodaW,KDbayashiS,GabataT

ZenY,YamashitaT,KanekoS,NakanumaY

(14）第36回リザーバー研究会

平成23年7月8日(金)、9日(土）時之栖(御殿場高原ホテル）

1肝動注化学療法が奏功し長期生存が得られたVV3肝細胞癌の1例

扇一尚弘、油野裕之、伊藤唐、南哲弥

2リザーバーを用いた肝動注化学療法における肝外側副路としての下横隔動脈の塞栓

術の効果について

南哲弥、員田順一郎、香田渉、龍泰治

小坂一斗、中村功一、油野裕之、扇尚弘

永井圭一、蒲田敏文、松井修

(15）第8回前立腺癌密封小線源永久挿入研究会

平成23年7月17日(日）ホテルグランドパレス

Tri戸modalitytherapyにおける1Mmの実験

水野英一

(16）第41回RadiologyTableDiscussion

平成23年7月21日(木）リーガロイヤルホテル堺

膨雲胞'性疾‘患の画像診断

蒲田敏文

(17）第12回臨床消化器病研究会

平成23年7月23日(土）グランドプリンスホテル新高輪

基調講演「肝癌高リスク群に発生するFNH-likelesionについて」

松井修
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(18）第47回日本肝癌研究会

平成23年7月28日(木)～29日(金）静岡県コンベンシヨンアーツセンター

特別企画「肝癌診療Legend(輝ける足跡とSerendipity)」

司会幕内雅敏、松井修

1肝細胞癌の多段階発癌における肝細胞膜トランスポーターOATP8の発現変化：

Gd-EOB-D'IPA造影MⅢ所見との対比

北尾梓、松井修、米田憲秀、小坂一斗

新村理絵子、香田渉、小林聡、蒲田敏文

山下竜也、金子周一、全陽、中沼安二

2多血巣を有する乏血性肝細胞性結節の全肝2相CTHA所見：経時的変化の検討

遠藤珠生、小坂一斗、小林聡、北尾梓

南哲弥、龍泰治、香田渉、員田順一郎

蒲田敏文、松井修

3肝細胞癌のGd-EOB-DTPA造影MH肝細胞造影相における信号強度とAFP産生と

の相関について

北尾梓、松井修、米田憲秀、小坂一斗

新村理絵子、香田渉、小林聡、蒲田敏文

山下竜也、金子周一、中沼安二、有井滋樹

4肝細胞癌に対するソラフェニブ治療前後におけるpe血sionCTパラメータの変化に

関する初期検討

小林聡、松井修、蒲田敏文、香田渉

南哲弥、龍泰治、小坂一斗、中村功一

北尾梓、荒井邦明、山下竜也、金子周一

5肝細胞癌リンパ節転移切除の長期成績：全国データに基づく検討

長谷川潔、幕内雅敏、国土典宏、泉並木

市田隆文、工藤正俊、具英成、坂元亨宇

中島収、松井修、松山裕

6肝細胞癌破裂症例の予後：全国集計データを用いた解析一第2報一

青木琢、国土典宏、松山裕、泉並木

市田隆文、工藤正俊、具英成、坂元亨宇

中島収、幕内雅敏、松井修

7特殊な基礎疾患を背景として発症した胆管系分化を伴う原発'性肝癌症例

高村博之、佐藤保則、柿木嘉平太、小坂一斗

牧野勇、林泰寛、中川原寿俊、田島秀浩

北川裕久、谷卓、荒井邦明、山下竜也
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員田順一郎、金子周一、中沼安二、松井修

太田哲生

(19）第16回日本緩和医療学会学術大会

平成23年7月29日(金)、30日(土）さっぼろ芸術文化の館

ホルモン抵抗'性前立腺癌患者における緩和的放射線治療(痩痛緩和や脊髄圧迫以外

の症状に関して最近の自験例より）

熊野智康、高仲強、高松繁行、水野英一

松井修、溝上敦、泉浩二、並木幹夫

(20）第47回日本腹部救急医学会総会

平成23年8月11日(木)～12日(金）福岡国際会議場

臨床放射線診断からみた胆道炎ガイドラインの課題と対策：急‘性肝内胆管炎のダイ

ナミックCTの有用′性

蒲田敏文

(21）第13回北海道肝イメージ研究会

平成23年8月20日(土）札幌アスペンホテル

特別講演「肝癌画像診断最近の話題」

松井修

(22）第3回デフイニシヨンシンポジウム

平成23年8月27日(土）東京シナガワグース

SessionⅢ

4Dimensionallmaging体幹部

小林聡、松井修、蒲田敏文、高田忠徳

(23）第55回日本消化器画像診断研究会

平成23年9月2日(金）金沢市文化ホール

イブニング教育セミナー実地臨床に役立つ画像診断と病理知識

司会松井修

講演「肝胆陣の画像診断：白黒の示唆するもの」胆膨疾患

蒲田敏文

(24）第6回北陸ⅣR研究会

平成23年9月3日(土）金沢都ホテル

Zenithbodyandexcluderl血bsによるハイブリッド腹部大動脈ステントグラフト内

挿術

員田順一郎、南哲弥、扇尚弘、小坂一斗

永井圭一、松井謙、茅橋正憲、奥村健一朗

松井修、大竹裕志、木内竜太、西田佑児
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(25）CIRSE2011

SeptemberlO-14,2011Munich,Gennany

Anatomicalrelationshipbetweenhepaticcommunicatingarteriesinhilar

area:analyzedbyMDCILassistedhepaticarteriography

MinamiT,SanadaJ,KDbayashiS,KodaW

RyuY,KozakaKNakamuraKNagaiK

GabataT,MatsuiO

(26）The5thlntemationalForumfOrLiverMm

Septemberl6,2011SheratonMuenchenArabellaparkHotel,Germany

DiagnosisandmanagementofHCC-roleofprimovist-enhancedMminguiding

treatmentstrategy
MatsuiO

(27）第47回日本胆道学会

平成23年9月16日(金)、17日(士）ワールドコンベンションセンターサミット，宮崎

ワークショップ「粘液産生胆管腫傷の病態一陣との対比一」

粘液産生からみた胆管内乳頭状腫傷の臨床病理学的検討

佐々木素子、松原崇史、中沼安二

1BillNにおける胎児期関連因子、幹細胞関連マーカーの発現

五十嵐紗耶、MaylH、佐々木素子、原田憲一

中沼安二

2胆管癌、BillNにおける変異型p53の発想とKRAS遺伝子変異

五十嵐紗耶、MaylH、佐々木素子、原田憲一

中沼安二

(28）第40回断層映像研究会

平成23年9月16日(金)、17日(士）アクトシテイ浜松コングレスセンター

肝胆陣胆膨の炎症’性疾患の画像診断

蒲田敏文

(29）第39回日本磁気共鳴医学会大会

平成23年9月29日(木)～10月1日(土）リーガロイヤルホテル小倉，北九州

ランチョンセミナー「I華腫傷における造影Mm」

蒲田敏文

肝細胞癌のGd-EOB-D'IPA造影Mmにおける信号強度と腫傷マーカー産生との相関

について

北尾梓、松井修、米田憲秀、小坂一斗

新村理絵子、香田渉、小林聡、蒲田敏文

山下竜也、金子周一、中沼安二、有井滋樹
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(30）第9回バルカン放射線学会

平成23年10月7日(金)～9日(日）ClUjNapaca,Romania

招待講演「Radiologicmanifes鮒onofhepaticpseudolesionsandpseudommorsin

thelhirdinHowarea」

KobayashiS,MatsuiO

(31）富山県外科医会学術講演会

平成23年10月14日(金）富山電気ビルデイング

特別講演「血管内治療の現状：大動脈癌に対するステントグラフト治療を中

心に」

松井修

(32）第15回日本肝臓学会大会

平成23年10月20日(木)～21日(金）福岡国際センター

膨癌術後肝転移に対する肝動注化学療法施行症例の検討

田島秀浩、北川裕久、酒井清祥、木下淳

牧野勇、古河浩之、林泰寛、中村慶史

尾山勝信、井口雅史、中川原寿俊、藤田秀人

高村博之、二宮致、伏田幸夫、谷卓

藤村隆、太田哲生、員田順一郎、松井修

(33）第47回日本医学放射線学会秋季臨床大会

平成23年10月21日(金)～23日(日）海峡メッセ下関

教育講演「肝細胞癌の画像診断一EOB-Mmによる画像診断一」

小林聡、蒲田敏文、松井修

1肝内胆道系悪'性腫傷の画像診断充実‘性腫傷

小坂一斗、蒲田敏文、小林聡、北尾梓

南哲弥、龍泰治、香田渉、員田順一郎

松井修

(34）第82回日本消化器内視鏡学会総会

平成23年10月21日(金）福岡国際会議場

特別企画症例検討セッション

胆膨疾患に対する画像診断の進め方と読影のポイント

蒲田敏文

(35）第76回石川脳血管障害研究会

平成23年10月22日(土）金沢医療センター

特別講演「脳血管障害の画像診断のピットフォール」

植田文明

－37－



(36）香川肝がん分子標的治療研究会

平成23年10月28日(金）ロイヤルパークホテル高松

特別講演「肝細胞癌における画像診断のトッピクス～分子標的治療の画像診断を中

心に～」
松井修

第6回中部マルチスライスCTシンポジウム

平成23年11月5日(土）名古屋クレストンホテル

画像診断におけるDualSourceCrの意義

小林聡、蒲田敏文、松井修

第44回RadiologyUpdate学術講演会

平成23年11月5日(土）東京コンファランスセンター品川

術後の画像診断V肝胆膨

蒲田敏文

第87回二木会特別講演会

平成23年11月10日(木）札幌グランドホテル

特別講演「小肝癌と陣癌の鑑別診断」

蒲田敏文

第27回富山肝臓セミナー

平成23年11月11日(金）名鉄トヤマホテル

特別講演「肝細胞癌の画像診断：最近の:進歩」

松井修

乳がんグループ講演会

平成23年11月11日(金）金沢市文化ホール

特別講演「最新放射線治療と乳癌放射線治療の進歩」

高仲強

第24回日本放射線腫傷学会学術大会

平成23年11月17日(木)～19日(土）神戸ポートピアホテル

ランチョンセミナー

RoombasedlGRTsystem「ExacTrac」の使用経験

斎藤淳一、高仲強

ホルモン抵抗性前立腺癌の原発巣に対する緩和的放射線治療

熊野智康、高仲強、高松繁行、列

柴田哲志、大橋静子

Ele肋sⅦergybeammodulatorとMonacoVMATによる前立腺癌IMRI、

水野英一、高仲強、熊野智康、当

大橋静子、高松繁行

(37）

(38）

(39）

(40）

(41）

(42）

智康、高仲強、高松繁行、水野

哲志、大橋静子

onacoVMATによる前立腺癌IMRI、

英一、高仲強、熊野智康、柴田

静子、高松繁行

英一

○
一
色

おテゴ二
口』し、
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(43）第3回吉祥寺画像診断セミナー

平成23年11月19日(土）吉祥寺第一ホテル，東京

急'性陣炎の画像診断

蒲田敏文

(44）第42回Radiology'1通bleDiscussion

平成23年11月25日(金）リーガロイヤルホテル堺，大阪

特別講演「陣充実'性腫癌の画像診断」

蒲田敏文

(45）RSNA2011

Nov27～Decl2,2011McCormickPlace,Chicago

Gastromtes伽al価ocalLjverl尼sions）

PresidingBⅦnglC,MatsuiO,Desiree,EM

1Accuracyofhepaticfatfractionmeasurementusingthemultiechodixonmethodwith

andwithoutT2correction:phantomandclmicalsmdy

HayashiN,MiyatiT,OhnoN,RyuY

′InkeshitaY,MatsuiO

2Hemodynancanyindependentanab7sisofcerebralwaternuctuationusmgdiffUsion

andpelfUsionMm

KitanakaAMiyatiT,HayashiN,GabataT

MatsuiO,AlperinN

3Developmentofmethodforcreationofapersonalizedbraintemplatetoallow

supenmpositionofMEGandNIRS

HayashiN,KikuchiM,SanadaS,MmabeY

MiyatiT,MatsuiO

4Advantagesanddisadvantagesofmeasurementoffatfractionandlroncontentusmg

themultiechodixonmethodandMRspectroscopy

HayashiN,MiyatiT,OhnoN,RyuY

′1通keshitaY,MatsuiO

5RadiationdoseandphysicalimagequalityinCrcoronaryanglography

MatsubaraKSakutaKKoshidaH,KoshidaK

IidaH,MatsuiO

(46）第122回北陸肝胆陣勉強会・年度末大会

平成23年12月3日(土）金沢ニユーグランドホテル

12箇所の陣管空腸吻合を必要とした幽門輪温存膨頭十二指腸切除例

中川原寿俊、北川裕久、牧野勇、林泰寛
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田島秀浩、高村博之、二宮致、伏田幸夫

藤村隆、萱原正都、太田哲生、蒲田敏文

松井修、池田博子、北村星子、毛利久継

大坪公士郎

2初回手術2年後に再発したIPMAの1例

東勇気、北川裕久、牧野勇、林泰寛

中川原寿俊、田島秀浩、高村博之、太田哲生

蒲田敏文、松井修、池田博子、北村星子

毛利久継、大坪公士郎

3移植摘出肝と画像との対比が可能であったCaroH病の一例

小坂一斗、蒲田敏文、橋本奈々子、吉田耕太郎

北尾梓、香田渉、松井修、高村博之

太田哲生、佐藤保則、中沼安二

(47）第39回日本肝臓学会西部会

平成23年12月9日(金)、10日(土）岡山コンベンシヨンセンター

ワークショップ

肝腫傷画像診断uptodate:画像と病理の対比を含めて

コメンテーター松井修

教育講演「肝腫傷」

松井修

(48）第18回肝血流動態イメージ研究会

平成24年1月28日(土)、29日(日）神戸ポートピアホテル

シンポジウム

肝細胞癌多段階発癌とGd-EOB-DTPA造影MⅢ所見:分子病理学的背景と個別化へ

の応用

松井修

肝血管筋脂肪腫の画像と病理の対比一特に腫傷/非腫傷部のインターフエイスの解

析を中心に－

小坂一斗、小林聡、米田憲秀、北尾梓

南哲弥、龍泰治、香田渉、員田順一郎

蒲田敏文、松井修、中沼安二、佐藤保則

(49）第16回福島県南腹部画像診断研究会

平成24年2月17日(金）ホテルサンルート白河，福島

特別講演「骨盤内疾患の画像診断」

蒲田敏文
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(50）日本ⅣR学会第32回中部・第31回関西合同地方会

平成24年2月18日(土）ホテルエルセラーン大阪

肝動脈塞栓術後の壊痕'性胆嚢炎：IsolatedArteⅣの関与が疑われる1例

南哲弥、香田渉、池野宏、永井圭一

扇尚弘、中村功一、小坂一斗、員田順一郎

蒲田敏文、松井修、金子周一、太田哲生

(51）第23回福井MR研究会

平成24年2月18日(士）福井商工会議所ビル

特別講演「頭部画像診断のピツトフオール(血管障害を中心に)」

植田文明

(52）能登地域医療連携推進講座

平成24年2月21日(火）公立能登総合病院

特別講演「肝細胞癌の早期診断と治療」

松井修

(53）第42回横浜イメージングカンファランス

平成24年2月24日(金）横浜崎陽軒本店，横浜

騨癌の画像診断
蒲田敏文

(54）第8回肝細胞イメージングカンファレンス

平成24年2月24日(金）博多

肝細胞癌のGd-EOB-D'IPA造影MⅢ診断一トランスポーターの発を中心に一

北尾梓

(55）第74回日本核医学会中部地方会

第151回日本医学放射線学会中部地方会

平成24年2月25日(土)、26日（日） 愛知医科大学

1骨肉腫における99,11℃一M田IとダイナミックMmを用いた術前化学療法治療効果判定

若林大志、滝淳一、稲木杏吏、隅屋寿

絹谷清剛、香藤順子、橋本奈々子、松井修

2胸部Staplelinein企cUonの2例

茅橋正憲、龍泰治、松原崇史、員田順一郎

蒲田敏文、松井修、滝沢昌也、松本勲

小田誠

3精巣腫痛を契機に見つかったmulnple町elomeの1例

永井圭一、小坂一斗、脅藤順子、扇尚弘

北尾梓、蒲田敏文、松井修、北川育秀
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栗林正人、並木幹夫、材木義隆、高松博幸

中尾真二

4乳がん子宮転移の1例

松井謙、吉田耕太郎、南哲弥、川島博子

蒲田敏文、松井修、水元泰成、井上正樹

5症候'性大量胸水で発症した脊椎L1/2の傍硬膜奇形腫の1例

池野宏、植田文明、吉江雄一、蒲田敏文

松井修、藤木俊寛、荒木来太、谷内江昭宏

東馬康郎、藤沢弘範

6雲胞変'性した陣内分泌腫傷の1例

橋本奈々子、蒲田敏文、奥村健一朗、香田渉

小林聡、松井修、北川裕久、太田哲生

7乳房術後放射線照射後早期に発生した乳腺扇平上皮癌の1例

藤田真司、坊早百合、小林佳子、寺山昇

上村良一、岡田英吉、小林隆司、津崎邦麿

熊野智康

8乳房温存術後接線照射における脹嵩照射の検討

大橋静子、柴田哲志、水野英一、熊野智康

高仲強、松井修、高松繁行

9前立腺癌放射線治療における治療体位が直腸ガスにおよぼす影響

柴田哲志、大橋静子、水野英一、熊野智康

高仲強、松井修、高松繁行
(56）ECR2012

Marchl-5,2012Ⅵenna,Austria

lUsefUlnessofhighconcentra位oncontrastmediumfOrpancreaticdisease:Effectof

differentinjec衝ondoseandinjecUonduraUon極me

RyuY,GabataT,KobayashiS,KodaW

MmamiT,MatsuiO

2Hypervascularhepatocellularcarcinomashowinghyperintensityongadoxeticacid‐

enhancedMRimaging:alessmalignantsubtypewithlowproductionofAFPand
PIVKAⅡ

KitaoAMatsuiO,YOnedaN,KobayashiS

KOdaW,Gabata玉NakanumaY,KanekoS

31ntranodularsignalintensityanalysisofhypovascularhigh-riskborderlmelesionsof

HCCthatillustratemulti-stephepatocarcinogenesisⅧthinthenoduleonGd-EOB‐

D'IPAenhancedMm
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KobayashiS,MatsuiO,GabatanKodaW

MinamimRⅦY,KozakaKKitaoA

(57）がんプロ市民公開シンポジウム

北陸がんプロの取組と今後の展開一北陸版がんプロ養成モデルの構築と継続的発展一

平成24年3月4日(日）金沢文化ホール

パネルディスカッション「がんプロ養成プログラム“北陸版モデル”の定着と更な

る発展に向けて！」

菓子井竜彦、片山寛次、高仲強、牧野智恵

宮本謙一、岩田章、前川信政

(58）第48回日本腹部救急医学会総会

平成24年3月14日(水)、15日(木）石川県立音楽堂

1出血壊死による退縮および非機能化が観察し得た褐色細胞腫の1切除例

奥村健一朗、南哲弥、蒲田敏文、松井修

並木幹夫

2‘慢'性骨髄’性白血病に併存した牌破裂を保存的に観察し得た1例

南哲弥、奥村健一朗、龍泰治、蒲田敏文

松井修

3CI､にて出血源を特定し、ⅣRにて止血しえた大腸憩室出血の1例

大坪公士郎、毛利久継、山下要、安元和生

永井圭一、南哲弥、蒲田敏文、西川昌志

矢野聖二

4騨炎により生じた牌動脈仮'性痛が陣管に穿破し、消化管出血を来たした1例

南哲弥、龍泰治、奥村健一朗、蒲田敏文

松井修
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号令

同冊

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

文発表

画像診断update検査の組み立てから診断まで

Ⅲ疾患肝・胆・陣、消化管2主要疾患の診断

2肝硬変PS248-S249

5肝細胞がんPS254-255

6胆管細胞がん・転移』性肝腫傷PS256257

日本医師会雑誌140特別号(1),2011

小坂一斗、蒲田敏文

特集肝細胞がん診療の進歩:UpぎIb-Date

画像を用いた肝細胞’性結節の悪'性度推定および早期肝細胞がんの画像診断の進歩

最新医学66(8):P3842,2011

小林聡、松井修、蒲田敏文、香田渉

南哲弥、龍泰治、小坂一斗、北尾梓

肝門部における肝動脈間の吻合について

胆と陣32(臨増):P1049-1054,2011

南哲弥、小林聡、員田順一郎、小坂一斗

香田渉、北尾梓、中村功一、米田憲秀

松原崇史、蒲田敏文、松井修

【BorderlineResectable膨癌をめぐって】膨癌におけるDynamicCT撮像方法と脈管
浸潤

胆と陣32(7):P585-592,2011

蒲田敏文、龍泰治、南哲弥、小坂一斗

望月健太郎、松井修、北川裕久、中川原寿俊

太田哲生

【BorderlineResectable膨癌をめぐって】BorderlineResectable陣頭部癌の診断と治

療成績

胆と陣32(7):P609-614,2011

北川裕久、田島秀浩、中川原寿俊、牧野勇
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